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本研究は物理や工学分野へ応用される数理物理をテーマとしており、物理現象の解析に貢献する
研究である。たとえば、本研究の一部で扱っているスペクトル解析は線形代数および数学特論Ⅰ
の授業の内容を基礎としている。このような微分方程式の応用についての知識は工学分野を学ぶ
学生にとって必須であり、本研究の成果から得られた知見を担当する授業内容に関連する形で取
り込み還元してゆく。

 研究実績の概要

外部領域における散乱理論およびその解決に必要な道具である時空評価式について、大別すると
以下の２つの方程式について研究を行った。

１．	電磁場をもつクラインゴルドン方程式
２．	摩擦項をもつ波動方程式

１については先行研究において磁場をもつ場合のものについて一定の結果が得られており、さら
に電場をもつ場合に拡張したものである。電場を表す係数にある程度の小ささと減衰条件を仮定
すれば類似の議論が可能であり、得られた結果について現在論文執筆中である。
２について、大きな摩擦項をもつ場合にも解の時空評価式の導出が可能であることがわかった。
これは空間次元が３以上の場合であるが２次元の場合のものや、これらの非線形散乱問題への応
用について現在研究を進めている。また、係数が時間にも依存する場合への拡張や解のエネル
ギー減衰についても考察している。
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